
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2010 年 1 月 16 日（土）13:00～16:30 

会場：独立行政法人 国立科学博物館（東京・上野）地球館 3 階講義室 

       主催：独立行政法人 国立科学博物館 
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開催趣旨 

子ども達の成長や発達に，初等教育教員が大きく貢献していることが知られています。その一方

で，指導に不安を感じている現職の先生，あるいは先生を目指す学生が，在学中に苦手意識を克

服できないままで教職へ就く事例も知られています。 
このような事象を緩和するためには，教員養成系大学や現場での努力に加えて，社会の様々な

セクターが連携して取り組んで行くことが有効であると考えられます。本シンポジウムは，これまでの

私どもの取り組みついて報告するとともに，博物館と大学が連携して未来の先生になる文系学生の

理科的素養を向上させるシステムについて広く意見を交換し，知見を深めるものです。 
 
プログラム 

大学教員（小学校教員養成課程（理科）関係者），博物館関係者，教育委員会関係者を対象。 
時間 プログラム 
13:00～13:10 教員の生涯学習の場としての博物館の役割‐科学リテラシー涵養の視点から‐ 

小川義和 （国立科学博物館事業推進部学習企画・調整課長） 
13:10～13:20 研究の目的と状況 

亀井修 （国立科学博物館事業推進部連携協力課長） 
 
13:20～14:20 
 
14:20～14:50 

事例紹介 
１．Dr. Janet Kelly (Texas Christian University)  

2002 年の小学校教員養成講義について 
２．水野麻衣子・高橋みどり（国立科学博物館） 
「小学校教員を目指す文系学生のための理科講座『明日の先生へおくる理科

のコツ』」実践報告 
14:50～15:00 休憩 
15:00～16:30 パネルディスカッション 

Dr. Janet Kelly 
熊野善介氏（静岡大学教育学部教授） 
増田俊彦氏（静岡科学館るくる館長） 
永島絹代氏（千葉県大多喜町立老川小学校教諭） 
ファシリテーター：亀井修 

 

※本シンポジウムは科学研究費基盤研究 B「小学校教員養成課程を支援する科学技術体験プログラム実施システ

ムの研究開発」（代表：亀井修，課題番号 19300269）の成果中間報告会として実施いたします。 
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開会挨拶  

北見耕一 （国立科学博物館理事） 

本日は本ミニ・シンポジウムにご参加いただき，心から感謝申し上げます。 

現在，温暖化などの地球規模の課題や，人々の生活のあらゆる場面に科学や技術が大きく係

わっています。 

科学技術の時代を迎えたいま，豊かに生きる社会をこれからも持続していくために，人々の科学

技術リテラシーを高めて行くことの重要性が指摘されています。 

その一方で，近年の理科や科学技術に対する理解度と意識に関する国際的な調査では，我が

国の科学に対する興味関心が国際的に見て低い状況が問題となっています。 

その中で，学校の果たす役割には，大きいものがあり，学校教育の中でリテラシーの向上は課題

となっています。 

しかしながら，現場の教育を担う，小学校教員の先生方の 7 割が文系，また，5 割の方が理科の

指導に自信がないといった調査結果もあります。 

大学におけるカリキュラムや教員免許法，あるいは，各都道府県での教員採用の事情等により，

必ずしも，理科のトレーニングを十分に受けないままで，現場に立たれてしまうこともままあると聞い

ております。 

そのような中で，国立の博物館として次世代を担う子ども達を育てる先生のタマゴの科学リテラ

シーの向上として，大学と博物館をはじめとする社会の各セクターが連携して向上させていこうとい

う，今回のシンポジウムは期待が大きいものと思います。 

最後に，今回のシンポジウムの開催に多大なご協力を頂きました関係の皆様に厚く御礼申し上

げますとともに，実りの多いシンポジウムとなりますことを願いまして，挨拶といたします。 
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シンポジウム講演者紹介（招待講演者のみ） 

 
Janet Kelly氏 

Texas Christian University 教育学部准教授。1993年にCurriculum / Instruction and Educational 

Research に関する学位（Ph.D）を取得。以来，Texas Christian University 教育学部で教鞭を

執っている。1995 年から 2006 年までは MiddleSchool / SecondaryPrograms プログラム長お

よびコーディネーターを務め，2001 年から 2006 年までは Institute of Mathematics, Science,and 

Technology Education ディレクターを兼任している。 

中学校・高校の教員免許を取得する学生に指導法，教育研究と統計，教育心理学を教え

るとともに，学部と博士課程の学生に科学の方法と教授法を教えている。 
 

熊野善介氏 

1993 年，フルブライト奨学金を得て，米国アイオワ大学大学院博士課程理科教育専攻学

位取得修了。同 4 年より静岡大学教育学部講師，助教授を経て，2005 年 4 月より静岡大学

教育学部教授。2009 年 4 月より静岡大学付属静岡中学校の校長を兼務している。 

最近は，文部科学省等からの予算を獲得し，活発な研究活動を展開するだけでなく，中

央教育審議会専門委員や，日本科学教育会理事，NPO 法人地学オリンピック日本委員会監

事，静岡県第 26 期青少年問題協議会議長，静岡市環境審議員等，多くの役職をこなしてい

る。研究においては，理論と実践の調和した量的研究と質的研究の両面を備えた発展性の

ある研究を目指し，STS やエネルギー・環境，地球関連の研究をはじめ，博物館やメディア

と大学が連携した科学活動のためのシステミックチェンジを試みている。 

 

増田俊彦氏 

静岡市の中学校理科教員として長年教鞭を執っており，静岡市井川少年自然の家所長，

静岡市立の 3 つの中学校校長を経て，2004 年から 2006 年，2008 年から再び現在まで静岡

科学館の館長の職に就いている。 
 静岡科学館では認知科学を基にした体験型の展示が多数有り，一般の来館者向けのイベ

ントの他，大学生向けにはインターンシップや博物館実習，科学ワークショップを開講し，

指導力向上研修という現職研修にも力を入れている。 

 対外的にも NPO 体験型科学教育研究所理事や教育ボランティア「高草会」会長など幅広

い活動を行っている。 
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永島絹代氏 

千葉県大多喜町立老川小学校教諭。里山，磯，川などのフィールドで自然観察を行い，

生命の営みの不思議さを見つけては子どもたちとその感動を共有することを心がけている。   

千葉県環境ネットワーク会議委員，文部科学省委託事業科学的体験プログラムの体系的

開発に関する調査研究プログラム委員など多くの外部委員を務めるなど，理科だけでなく

教育全般における対外的な信頼も強い。 

2007 年に文部科学大臣優秀教員として表彰され，2005 年千葉県教職員教育奨励賞，2007

年東京書籍東書教育賞優秀賞，2009 年コカコーラ環境教育賞大賞を受賞している。 

4
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理数系教員指導力向上研修講
座の成果 ～アンケートより～

理科への苦手意識が薄れた

小中の教員と大学生がグループを組むことで

・教材の系統性が見えた

・小中学生の発達段階における思考の違いが見えた

理科への苦手意識が薄れた

観察・実験の直接体験を通すと理解しやすいことがわ

かった

米国の体験型の理科と日本の従来の知識重視の理科
との違いがわかった。

同じ教具でも会社によって違うことがわかった

大学と科学館が連携した
未来の教員育成のために

現場の教員のニーズにあった研修プログラム
の提供

科学館に小学校の教育現場がわかる職員が
いること

の提供
科学館事業を通して科学と楽しく関わる場を
提供すること

科学館事業のボランティアを積極的に行うこと

教員になったら科学館へ授業のヒントを探しに
来ること

ご静聴ありがとうございました

静岡科学館る・く・る静岡科学館る・く・る
館⻑館⻑ 増⽥俊彦増⽥俊彦
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〈パネラー講演 3〉 

「小学校理科教育と博学連携の取り組み」 
永島 絹代（千葉県大多喜町立老川小学校教諭） 

 千葉県の大多喜町立老川小学校の永島です。今，問題になっているノンサイエンスの文

系出身の永島です（笑）。しかも中学，高校まで理科が嫌い。この会場には 1 人だけ，うっ

てつけの状態でここに立たされているのかなという気持ちもいたしますが，先ほど亀井さ

んには理科の先生と紹介されて，不思議な形になっております。 

 平成 10 年度に，千葉県の長期研修生という制度があり総合教育センターで 1 年間研修し

ました。理科の部屋に行くと指導教官が元高校の恩師であり，「永島，なんでおまえが理科

なんだ」と言われました。「おまえがやるなら国語か体育だろう」と言われたのですが，い

ろいろご縁がありまして，理科の勉強させていただいた 1 年間は，本当に貴重な時間でし

た。その際に高安先生にも大変ご指導いただいて，今があるのかと考えています。 

 今日は小学校の教員という立場で，理科学習について，また，博物館と学校の先生をど

のようにしたらいいかと，私の立場で申し上げることではないと思いますが，考えている

ことについて，二つ，三つお話しできたらと思っております。 

 

小学校理科教育について 

 「理科学習では・・・」というと，本日いらっしゃる方々は耳にたこができているかと

思います。自然に親しむとか，先ほどからお話しいただいていますが，体験的なものの大

切さ，つながりや連携が大切である，実感が伴ったもの，感性に働きかけるもの，そして

最終的には児童の科学的リテラシーを育成することを言われていますし，理科の改善の基

本方針にも同じようなことが出されています。 

 今の小学校現場の理科の状態としては，3 年生のときから小学校理科という形で始まりま

すが，週 2～3 時間，飛び飛びで授業の中に組み込まれています。千葉県の学校の場合は担

任が指導する場合と，教務主任という立場の方が専科として指導する学校と約半々に近い

のではないかと思います。小学校では原則的に，国語，算数，社会，理科，図工，音楽，

体育まで全部の教科を指導するようになっていますが，なぜ理科に専科の方が行くのかと

いうと，やはり準備段階の時間が大変だからということで，多分教務主任の先生が理科を

されている学校が多いのではないかと思われます。 

 その中でも，先ほどから出ていますように，理科専門の指導者は本当にごくわずかとい

う現状です。しかし，先生になってしまったからには，初任から理科を指導しなくてはい

けません。たまたま今年，わたしの子ども小学校教員として採用されました。私の子ども

も文系だったもので，実験をしたのは遠い過去のことです。高校からは文系，理系の選択

に迫られ，決められた幾つかの教科を少し学んだだけで教壇に立ちますが，かわいそうと

いうわけではなくて，試練だと思ってどんどん努力しなさいとは言っていますが，実際に
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現場に立って不安に感じている先生方はたくさんいるのではないかと思います。 

 私も実際にそうでした。実験も本当に指導書を見ながら，理科室を右往左往しながらで，

予備実験などやっている時間もありませんし，本当に現場は朝の会から帰りの会まで，部

活動もありますので，子どもに付きっきりで，トイレに行く間もない状態です。けれども，

理科嫌いを作ってはいけないし，いろいろな教科の中で，子どもたち，人を育てていくと

いう大切な仕事だなということを感じながら，日々努力をしているつもりです。理科の実

験をした経験が少ない，そして遠い過去に実験をした記憶をたどりながら，学校の先生は

理科の授業を行っている状況です。 

 

理科離れについて 

 理科離れについても先ほどから話が出ています。最近，新聞の中でたまたま見かけたの

で今日持ってきたのですが，理科実験や授業法を先生に教える先生を作ろうということで，

七つの大学でコアサイエンス・ティーチャーを養成しているというようなことが書かれて

いる教育の資料がありました。現在はいろいろな大学が教員養成ということに関して努力

している現状で，これからも増えるという状況であると記述されています。 

 しかし現在の現状は，子どもたちの理科離れは，科学的体験が不足していたり，子ども

たちが小さいときからテレビを見たり，ゲームをしたりということで，自然体験が不足し

たり，テレビやゲームで過ごす時間，そういったところにお金を使う親，そういったいろ

いろなことがあってあるのかと思います。反対に，先ほどビデオが売れるという話もあり

ましたが，バーチャルの疑似体験については向上しているというような実態があるかと思

います。 

 この新聞の記事によりますと，子どもは「理科が好き」と答えたのは 87％いるそうです。

しかし，「学校で教えている理科が嫌い」というのは 69％ということです。この理科と科学

は何が違うのだろうと思うのですが，私の経験から，私も子どものときに何となく理科の

先生が嫌いだった記憶があります。嫌いにさせる原因の中に，理科の教師というか，理科

の指導というか，そのような部分も全くないとは言えないという実感があります。という

ことで，とにかく学校の理科が嫌いと思う子どもをいかに減らしたいかということは，同

じく熱い思いを持っているつもりです。 

 そして，教える側にも苦手意識があるのではないかということで，この新聞の中で八王

子の例が出ていました。教員の 72％が不安に感じていて，不安に感じたまま指導をされて

いるそうです。理科支援員等配置事業や特別授業などの国のいろいろな案が出ていますし，

実際にそれは役に立っています。私の学校にも理科支援員が来まして，理科室が整ってき

ましたし，特別授業を行ったことで，企業と一緒にコラボして授業を行うことで，子ども

たちもどんどん高まってきています。 

 しかし研修ということで考えますと，先ほど，私は今日 1 時間目の授業をやってから来

ましたと言いましたが，学校の先生は，教員研修などなかなか外に出るということは厳し
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い状況であります。環境が整っていないと出張にも行けないし，今は出張費も削られてい

ますし。研修で行きなさいというのですが，夏休みの研修は，主任の研修などもたくさん

入っていますので，結構多忙な出張実務があります。あと，校内研修というのも週 1 回あ

りますが，校内研修で理科をやっている学校は夷隅地域では 1 校しかありません。三十何

校ある中で 1 校です。ということは，国語の表現力などの昨今いわれていることがメーン

になっておりますので，国語や算数を主体とした校内研修が図られていることが多いです。 

 私のいる夷隅地域では，先生方の中で理科を頑張ろうという人たちで夷隅理科同好会が

作られておりまして，休みの日，土日に研修を設けております。そこは女系で，女の先生

方が主体になっています。小学校の女の先生は理科が嫌いだというイメージがあるわけで

すが，夷隅理科同好会では女の先生が事務局を務め，いろいろな手配をし，講師を見つけ，

研修会を行っています。そこでも，先ほどお話にもあったように小学校・中学校の先生が

一緒になって研修を行うということをやっています。退職した先生にもおいでいただきま

して，交流会を開いたりもしています。年間 3～4 回の新聞を出して，そういった研修を呼

び掛けて，先生方のネットワークを作るということを行っています。その中でも，博物館

の見学等を入れながら研修を行うようなことも繰り返しています。 

 

博物館等との連携による実践：主体的な「問題解決学習」を自発的・創造的な学習へ 

 博物館活用の意義については，今日いる皆さんもたくさんご存じだと思いますが，こう

いった環境を使うことで探求学習をより深めたり，より科学的な学びの向上や，理科好き

な子どもの育成につながることは言うまでもないかと思います。 

 そして，「問題解決学習」，自発的な，創造的な学習を行いながらの科学的体験，そして

いろいろなネットワーク，連携といった実践が大事ではないかと思います。そういった実

践をすることで，子どもたちに，そして私たち教員に科学的リテラシーが少しでも育成で

きたらということで，幾つか実践を報告させていただきます。 

 博物館の方々との連携による実践ということで，一つ目に川を一緒に旅をし，水の不思

議などについて体験的な学習を行った実践，二つ目にこちらの科学館でお世話になった理

科の学習を学ぶという「科学的体験プログラム」，三つ目に，老川小学校で 6 年間続いてい

る，博物館研究員や大学との連携による自然観察会，四つ目は，特別授業でやった企業と

の連携，五つ目はこの前 12 月 17 日にやったばかりである国立科学博物館の岩崎氏が講師

となり，環境学習プログラムという内容で行った授業のそれぞれの写真を少しだけお見せ

したいと思います。 

 

実践例紹介 

 これは千葉県立中央博物館の方に来ていただいて，出前授業でやっていただきました。

自信のない私も楽しく，音楽も入れ，実験も入れ，写真も入れ，地域の写真家も入れとい

うようないろいろ幅広い形で，川，水ということで学習をしました。ここでは博物館の研
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究員の方とコミュニケーションをとりながら自然への認識を深める。75km の源流から河口

までの旅をして，科学的な体験ということで行いました。 

 あと，老川小学校の学区では化石が採れます。シロウリガイ化石というのが採れるので

すが，深海 1000～2000m に住むといわれているシロウリガイの化石が山のがけで採れるこ

とが不思議だということで，採取までは学校で行い，中央博物館でその続きの学習を行っ

ていただきました。実際にいろいろな化石を，貴重なものを手で触らせていただいたり，

スケッチさせていただいたりということで，理解させていただきました。また，地元の展

示物も多く，実際にこれを使ってほしいというお願いももちろんこちらからはしたのです

が，子どもたちに「身近だ」ということを思わせるために，大多喜町の展示ものをたくさ

ん使っていただいて授業を行いました。最後には 1 億 3000 万年前の桑島化石というところ

の，恐竜の骨が出るかもしれないという体験をさせていただいて，子どもたちはわくわく

しながら授業を行うことができましたし，将来，化石学者になりたいという子どもも出て

きました。実際に行った時は恐竜は出なかったのですが，カメの骨と植物は全員出てきま

した。伊佐治さんという研究員の方が「絶対に入っていますから」という保証付きの岩を

下さって，私も安心して，子どもたちも楽しみということで体験させてもらいました。 

 また，現代産業科学館では，教科書に出ているのは強力磁石で鉄棒にぶら下がるという

のがあるのですが，そういうのは学校ではなかなかできないので，そういった基礎・基本

の実験と，発展的な内容も含めて体験するというような学習内容をそのまま科学館で学習

するということで，私も大変助かる，子どもも大喜びというような時間を過ごさせていた

だきました。 

 この二つの授業を通して「授業が楽しかったか」という質問には，本当に子どもたちは

「とても楽しかった」「楽しかった」のみで，「内容が分かったか」についても肯定的な意

見でした。「博物館にまた行きたいか」という質問には，学校からバスで 1 時間半ぐらいか

かり決して近くはないのですが，「また行きたい」「またこういう授業をやってほしい」，ま

たは「来てほしい」というような感想がありました。博物館がより身近になり，科学が楽

しいと感じました。 

 老川小学校は山間部で自然が豊かなのですが，博物館と大学の方と一緒に自然観察会を，

今年で 6 年間，続けて行っています。その辺にいるいろいろな生き物が実は絶滅危惧種だ

ったのだと，子どもたちも教師も知りませんでした。そういった専門的な立場の方々に「こ

れはすごいんだよ」と言われて，「ああ，そうなんですか」ということで初めて知りました。

その素晴らしさ，すごい環境なのだということを，大学の先生や博物館の方々と一緒に，

自然観察，採集をしたり，それについて調査をしたりすることで新たな気付きが見つかっ

ていきました。 

 子どもたちは，行動から見つかった喜びをほかの人たちに伝えたいということで，大き

な絵に表して環境の大切さを呼び掛けたり，地域に生きている生き物を何百種類と調べた

のですが，その中から 50 種類の生き物を選んで，地域版のレッドデータベースを作りたい
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というように，子どもたちはいろいろな方法で学びを発信するような，理科ではないかも

しれませんが，そのようないろいろな学びに発展することができました。 

 その博物館や大学の方々との自然観察会が基になり，今年は地域の方とも一緒にビオト

ープ作りが行われました。絶滅危惧種がもっと増えてほしいという願いを込めて，子ども

たちと地域の人と一緒に作ったビオトープが完成して，来週，看板が付きます。 

 あとは企業との連携ということで，積水ハウスさんにお願いして，テレビでは見たこと

があるけれどもやったことのない，カメラの前を通ると温度が分かるということ体験をし

たものです。聞いたら 300 万円ぐらいすると言っていましたが，そういったものを直接持

ってきてくれて，道具も全部準備してくださいました。得したなという気分になりました

し，子どもたちは断熱材などあまり関心もなかったのですけれども，予想をしてから順番

を付けたわけですが，いろいろなものよりも二重のガラスが保温性があったという意外な

結果に驚いていました。 

 また，12 月 17 日には，絶滅生物について学ぶという，本当に実感を伴った理科で，「ツ

キノワグマって絶滅危惧種だったんだ。あんなに人を困らせているのにと思っていたけれ

ども，国立科学博物館の岩崎氏の話を聞いたら，ツキノワグマがかわいそう」というよう

な反対の思いになって，千葉県にはニホンオオカミやトキやカワウソがいたのに，それも

人間の暮らしによって絶滅してしまったということを話していただいたりしました。内容

が本当によく分かったということで，子どもたちの意識が変革された授業となりました。

こちらは同じプログラムの中で，実際に科学館に来て授業をやった場面なのですが，本当

にさっと来てここで授業をして，さっと帰れたら何と幸せだろうと私は思いました。こう

いった授業を組むことで，子どもたちももちろん科学的なリテラシーが高まったと感じる

のですが，いろいろな話を準備段階からする上で，私自身の教員のリテラシーも深まって

きたし，わずかながら高まってきているのかなという，ありがたい経験だと思っています。 

 こうした連携や学びの過程の中に科学的リテラシーの育成というものがあるのかなと考

えます。こうした，リテラシーを高める，子どもも教師の力量も高めるためには，ネット

ワークを意識した連携が必要ではないかと考えます。 

 

子どもたちの未来を見据えて 

 科学技術リテラシーを身に付けた児童を育成するというのは，本日この場にいらっしゃ

る皆さん，私たち教員の願いであり，しなくてはいけないことだと思います。私にとって

子どもを育てるということは，未来を作ることの一端を担っているという気がし，そうす

ると自分なりにもやった気がするというか，とても頑張らなくてはという気になります。

そのためには小学教員の科学技術リテラシーの向上が必要だということも実感しています。 

 そして，皆さんが今日の話題で，指導力を高めるということをたくさんお話ししてくだ

さっているのですが，指導力だけでは私は駄目だと思います。例えば，理科の専門家が教

室に来て，ぽんと教えてくれただけで難しい話をされただけでは子どもは付いていけませ
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ん。私もさじを投げそうになってしまうかと思います。では，どうしたらいいのかと思う

と，一緒に子どもと科学を楽しんだり，有用感を実感したり，「これからも学びたい」とか，

「すてき」とか，「不思議」とか，「びっくり」というようなところを楽しめる，一緒に学

んでいける心づくり，人づくり，そういったところが大切ではないかとノンサイエンスの

私は考えます。 

 高校や大学で，早くに教科を物・化・生・地と分けてしまう現状があるわけですが，そ

ういったところを改革できないのかという願いがあります。例えば，総合的な理科のよう

なものが今できつつありますが，早くに切り捨てるのではなくて，そこを融合した教科を

作るなり，融合した単位をどこかで履修するなり，そういった形ができないのかという考

えを持っています。自然科学といったり，人文科学といったり，社会科学といったり，経

済にしても，いろいろなものが科学と結び付かないと，いろいろな面で，それだけで話は

終わらないという現状があるのではないかと思います。そういった組み合わせたような総

合的な科学というものが，何か高校や大学の中で組めないのかという考えがあります。 

 それから，教員養成の段階と現職教員への研修の機会ということで，先ほどから出てい

ますが，行政も，博物館も，学校も，大学も，あらためて企業も，いろいろな研修の機会

を作っていただけるよう，条件整備，環境整備が整っていくといいなと思います。5 年目研

修，10 年目研修という，教員になってからの研修がありますが，その内容はどうやって決

めるのか聞いてみました。そうしたら，そこの担当になった人が決めますという感じでし

た。そういっただけではなくて，その中に，こうした博物館に行くとこういうものができ

そうだというような，実践的なものや体験的なものが入っていくと，もっと「女の先生方

は理科は嫌いだ」というレッテルが少しずつはがされていくのではないかという思いもあ

ります。できれば，その研修はストーリーがあり，喜びがあり，驚きがあり，体験があり，

学習に活用できるようなものが組んでいけたらと思いました。 

 先ほどの新聞にもありましたように，コアサイエンス・ティーチャーを含めた，さまざ

まな連携とシステムの構築，これは簡単にはできないと思いますし，それを作っていき，

継続していくのは大変だと思うのですが，その普及こそが，きっと子どもたちと教員のリ

テラシーを高めることにつながると思います。 

 大学，博物館，学校などをつなぐコーディネートと継続したシステム作りということは，

この場でこれからまた話し合う一つの話題になるかと思いました。カリキュラム作りも実

際にやってみると本当に難しいのですが，出来上がって，それが子どもに生かせたときの

喜びには代え難いものがあります。 

 一緒にやったときの子どもたちの喜びの顔，私たち教員の喜びの顔，そして博物館の方々

に苦労していろいろ準備していただいたものが本当に役に立った，身に付いた，またやっ

てみたいという意識の変革につながると思います。こういったいろいろな方々が子どもた

ちの未来を作り，小学校の教員の力量が高まるように，また善処して話し合いが進められ

たらと思います。 
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 つたない内容でしたが，これからまた勉強させていただけたらと思います。以上で終わ

ります。ありがとうございました。 

 

（亀井） どうもありがとうございました。 
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小学校理科教育と
博学連携の取り組み

博物館と大学の連携による人材育成プログラム実施システム
小学校教員を目指す非理系学生の理科指導力向上を通じた科学リテラシーの実現

平成22年1月16日（土） 国立科学博物館

千葉県夷隅郡大多喜町立老川小学校

教諭 永島絹代

理科学習では・・・
自然環境、社会的教育施設などの利用し
自然に親しむ場

体験的学習を取り入れる

つながり・連携を進める

より幅広い科学的な学びより幅広い科学的な学び

実感のともなった理解を図る

感性にはたらきかける

児童の科学的リテラシーを育成

理科改善の基本方針
平成２０年１月中央教育審議会答申より

科学的な知識や概念の定着

内容の系統性

科学的な思考力・表現力の育成

自然体験、科学的な体験の充実

科学を学ぶ意義、有用性の実感、科学へ
の関心を高める

小学校理科教育について

小学校3年生から

週2～３時間

担任が指導する学校と教務主任が専科として
指導する学校と半々程度指導する学校と半々程度

原則的に担任が全教科を指導

理科専門の指導者はごくわずか

初任から理科を指導

実験をした経験が少ないか、遠い過去

理科離れについて
毎日新聞教育欄2010年1月9日付参照

子ども達の理科離れ
科学的体験や科学的思考の意欲低下
幼少時からの自然体験の不足

テレビやゲームで過ごす時間が多く、自然について考
える場面が少ない
疑似体験については向上疑似体験については向上
子ども 理科（科学）が好き→87パーセント
学校で習う理科が嫌い→69パーセント
教える側にも苦手意識
八王子の例 教員の72パーセントが不安を感じて指導
理科支援員等配置事業、特別授業など
教員研修になかなか出られない現状、校内研修や地域
の科学的研修で若干カバー

博物館活用の意義

自然環境・社会的教育施設等の利用と体
験的な学習の有用性

科学への興味関心を高める

さまざまな体験的な学習により実感を通さまざまな体験的な学習により実感を通
した理解

探究学習が可能 など

より科学的な学びへ向上
理科好きな子どもの育成
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主体的な「問題解決学習」を
自発的・創造的な学習へ

問題解決の流れ

「課題の発見」感性をはたらかせ、素朴な疑
問や好奇心をもつ

「課題の設定」探究したい対象を選ぶ「課題の設定」探究したい対象を選ぶ

「課題の探究」粘り強く調査・実験・観察

「コミュニケーション・評価」試行錯誤・
データ分析・ふり返り

「新たな課題の設定」自己の生き方・有用感

博物館等との連携による実践

１ 学芸員と養老川75キロの旅と水の不思
議の体験的学習

２ 理科の学習を博物館で学ぶ「科学的体
験プログラム」験 グラ 」

土地のつくりとはたらき

電磁石のはたらき

３ 博物館研究員と自然観察及び環境保全

４ 企業との連携による地球温暖化

５ 博物館で学ぶ環境学習プログラム

水の性質と循環
千葉県立中央博物館の方・音楽家の方と

水ってどんなもの？

水の性質を調べよう

水の不思議な旅

水
の

水
は
形
を
か
え
て
世

界
を
旅
す
る
よ

の
形
を
調
べ
よ
う

世

水
の
お
話
を
音
で

表
現
し
よ
う

養老川の水になって
源流から河口まで旅をする

養老川の水になって７５キロの旅をし
たよ。ここは河口、今度は海の旅にい
きたい！

老川は二百万年前は
海の底？シロウリガ
イ化石をみつけた

学区のシロウリガイ化石を調べる
老川は深海だったという驚き

200万年前は海底だったなん

てびっくり！どうして深海
だったところが今は山に？

地層のできかたと化石
千葉県立中央博物館で理科学習の指導

貝の向きをみてみよう

生き埋めになったか、
しんでから堆積したか
わかるよ

スケッチしてみよう

しま模様が急になってい
る。海の底でどんなこと
があったのだろう
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地層のできかたと化石 授業の様子

大多喜町の地層が
展示されている！

海底土石流があっ
たんだ。

１億三千万年
前の地層から
何が出てくる
か楽しみです
ね

電磁石のはたらき 現代産業科学館

評価について
児童、博物館職員、教員による評価

授業が楽しかったか 博物館にまた行
きたいか

とても楽しかった

少し楽しかった

あまり楽しくなかった

全く楽しくなかった

もっと行きたい

少し行きたい

あまり行きたくない

全く行きたくない

よくわかった

少しわかった

あまりわからなかっ

た

全くわからなかった

内容がわかったか

博物館・大学の方と自然観察会6年目
人や自然とのコミュニケーション

飼育・観察・調査から新たな気づき

生き物は、かかわり
あいながら生きてい
るんだね

博物館や大学の先生に

生態や環境について教
わったよ

子どもたちの夢を絵にして発信
人と生き物のいのち輝く地球
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博物館や大学や地域の方と
ビオトープ作り

企業との連携
地球温暖化とくらし

博物館の方と絶滅生物について学ぶ
（文科省・

諸外国
他の都道府県 国

環境省）

行政機関NPO 社会教育施設

（指導課 環境政策課等）

図-1 千葉県科学教育ネットワーク

企業大学・研究機関

（指導課，環境政策課等）

千葉県総合教育センター現代産業 中央博物館
科学館

理科教育部会

環境教育部会
小・中・高等学校千葉県内の関係諸機関

図書館

子ども達の未来をみすえて
科学技術リテラシーを身につけた児童の育成

子どもを育てることは、未来を作ること

小学校教員の科学技術リテラシーの向上

指導力と共に子どもと科学を楽しんだり有用性
を実感したりする意識を育成する人づくりを実感したりする意識を育成する人づくり

高校や大学での文系理系の融合

教員養成の段階と現職教員への研修の機会提供

コアサイエンスティーチャーを含めた、様々な
連携とシステムの構築

大学・博物館・学校などをつなぐコーディネー
トと継続したシステム作り

小学校理科教育と
博学連携の取り組み

ご指導よろしくお願いいたします

博物館と大学の連携による人材育成プログラム実施システム
小学校教員を目指す非理系学生の理科指導力向上を通じた科学リテラシーの実現

平成22年1月16日（土） 国立科学博物館

千葉県夷隅郡大多喜町立老川小学校

教諭 永島絹代
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〈パネルディスカッション〉 

（亀井）これからいよいよパネルの時間になりますが，これは聞いて終わりの時間ではあ

りませんので，皆さん方のご参加，よろしくお願いいたします。 

 最初に，今日発言してくださった方の中から，補足が残っている方に伺いたいと思いま

す。発表の順番にマックス 1 分程度までで回していきたいと思いますので，小川さんから

スタートしたいと思います。もし補足がありましたら，お願いします。なければそのまま

パスで結構ですので。パワーポイントはありません。口だけです。フロアの方にもジャン

プしますのでよろしくお願いします。 

 

（小川） もう時間があまりないようですので，質問をします。同じテーマですが，先ほ

ど永島先生のところで出てきた，学校の理科と一般的な科学とは多分違うのではないかと。

子どもたちは多分その違いに気が付いているのではないかと私は思っているのです。これ

は私が 10 年前に論文で使ったデータのときに，やはりここに来ている子どもたち，小学校

の 6 年生ですか，「ここの科学は好きだけど，学校の理科はあまり好きじゃない」と答えて

いる子どもたちがいて，多分そこに違いがある。そこに，今回追っている科学リテラシー

の答えがあるような気がします。 

 つまり，亀井さんが先ほど，理科教員が科学リテラシーの向上に必ずしもなるかどうか

というような疑問を呈されていましたが，やはりその辺に何か一つ大きな答えがあるよう

な気がしまして，多分，その違いは私はあると思います。もっと広く科学をとらえなけれ

ばいけない。ところが，学校の理科は割合狭くとらえてしまっているというところに大き

な課題があるような気がします。それを教育するは大学の教育課程のところにも大きな課

題があるだろうし，博物館を活用することによって視野が広がる可能性はあるし，現職の

先生が博物館を利用することによって広く学べるのではないかと思いますので，その辺に

ついて，何かご意見がありましたら。後でも結構です。 

 

（亀井） ありがとうございます。今，小川さんから出てきたことというのは，学校で行

われている理科と，私たちが普段言っている科学とか科学リテラシーは違うのではないか

ということだと思うのですが，違いのことについてコメントはございますでしょうか。パ

ネラーに回す前に，フロアの方でまず回したいと思うのですが，いかがでしょうか。日本

人は当てると答えてくださるのですよね（笑）。一番近くということで，お願いしてもよろ

しいですか。お願いいたします。 

 

（A） 市川から参りました。やはり学校の理科と科学は違います。それは自然という事物・

現象を理科という教科で切り取っていますから，それはもう理科の方がぐんと狭いですよ

ね。もう一つ，ここに来る子どもたちは，やはり本来的に何か関心が高い子どもだと思う

のですね。そういう子どもにとって学校の理科というのは，どちらかというとつまらない
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ものに映るのかもしれません。でも，子どもが何万人いて，科学館に何人来ているかとい

うパーセンテージを出したところで，では，どうなっているのかということを調べると，

もしかしたら，多くの子どもたちは学校の理科で満足しているという状況もあるのではな

いかと僕は考えています。 

 

（亀井） ありがとうございます。 

 もしかしたら遠くから来ているかもしれないということで，何かサジェスチョンやコメ

ントがあればお願いします。 

 

（B） 私はマレーシアの理数科教育地域センター（Regional Centre for Education in Science 

and Mathematics）から来ています。私のそのギャップに関しての考え方ですが，私の国，東

南アジア全体で言えることかもしれませんが，東京のような大きな都市には博物館があり

ます。しかし，ほかのところには博物館はありません。ですから，ロケットを飛ばすこと

ができても，多くの人たちは博物館に行くこともできないわけです。だから，博物館に行

って勉強できるということは富める国の人たちのメリットであって，私たちはそんなこと

はできないということなのです。そこで私は余計に悩んでしまうのですが。 

 

（亀井） ありがとうございました。 

 フロアの方はいかがでしょうか。 

 

（C） 教師が長かったものですから，今のことについては，はっきりと一言。やったこと

に関して，「何が分かった？」という，これがなければだいぶ違うのではないかと思うので

す。1 回やったことで「結論を出せ」「分かったことは？」というのが・・・。それで，「実

験・観察は好きだけど」までが子どもの実態で，それから分かったことをどう整理してい

いかというのが一つ。それからもう一つ，学校の理科は古い。「もう知っているもん」。博

物館だったら新しい最先端なり，いろいろなことがあるのに，社会で聞く言葉とは，それ

こそ違う。正直言うと私の子どものころからあまり変わっていないのではないでしょうか。

私は今年，年男ですので 60 ですが，戦後の教育がずっとあまり変わっていないのではない

か。新しい機材といっても，内容的にもっともっとブラックボックスになっている中で，

実態が分かるようなものが入ってきていない。この二つが大きいかなといつも思っていま

す。 

 

（亀井） ありがとうございます。こちらサイドから何かコメントは。違いということで。 

 

（熊野） マレーシアの方の先ほどのお話は，僕はすごく的を射た質問だと思うのです。

私はノースカロライナに行ったときに，高橋さんが学位を取った大学があって，そこに博
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物館があって，学校といっぱい連携して，学校に小さな博物館を作るということをしてい

るのです。そのために先生方が研修して，戻って小さな博物館を作るのです。いろいろな

生き物とか，岩石とか，水とか・・・。それをお互い統計を取り合って，州全体がこう変

わりましたという，global warming 的なそういったことを見つけたり。日本はこれをもっと

やってもいいのではないかと，そのとき思ったのです。だから，博物館というのは多分，

大きな博物館だけではなくて，ネットワーク化すれば，どこにでも博物館があるのではな

いかと思います。いかがでしょうか。 

 

（亀井） ありがとうございます。ほかの方，いかがですか。 

 

（Kelly） 同じトピックに関してです。テキサスではほとんどの学校は農村部にあります。

ほとんどの人口が田舎に住んでいるわけです。彼らは博物館になど行けません。そこでイ

ンフォーマルな学習ということで，例えばクラスルームの中でサイエンスセンターとか，

屋外のセンターとか，そんな感じで，つまり学校の教室ではなくて，外に出て何かを教え

る。別に教科書は読まないけれども何か事実を教えるという形でやっています。これは子

どもたちにとっては気分が変わって非常にいいです。ですから，多くの学校は，博物館に

行かなくても，ほかの方法を探しているわけです。科学を別のコンテクストで子どもたち

に示して見せる。そうすると，これまでとは違った見え方がする。そういうことでも十分

だと思います。 

 

（亀井） いかがでしょうか。今のトピックについて。 

 

（D） 昨年まで千葉県の総合教育センターというところで先生の指導をしていた高安とい

います。今は科博におります。理科と科学と博物館，その三つの共同体に属している者で

すからよく分かるのですが，教育センターにいるときには，先生方に「ポイントを 1 点に

絞って授業をしてください，これが理科です」という言い方で指導します。理科の授業は，

生徒がいろいろなレベルがあるので，ポイントを絞って授業をやれということで盛んに指

導するし，それがいい授業だということになるのです。ところが，博物館は多様な視点の

方がいいわけです。多様な視点で，あれもある，これもあるというのが博物館の強みだと

いうことで，学芸員の方はいろいろ展開すると思うのです。 

 多分，科学の方も実は多様な視点の方が大事で，そのところで特に理科と科学，または

博物館の活動というのは，基本的に違うところがあるのではないかと思います。 

 

（亀井） ありがとうございます。はざまに立っている人が 1 人いますが，どうしましょ

うか，岩崎さん，いいですか。では，科学者の視点から，いかがですか。 
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（E） 亀井さんに振られましたが，少し忘れている視点があるかと思うのが，先ほど永島

先生が最後に科学技術リテラシーという書き方をされていましたけれども，技術を置き去

りにして理科の話をしている感じを受けました。僕のバックグラウンドが技術者というこ

とがあるとは思うのですが。理科で，先ほどやはり自然関係，自然科学，フィールドワー

クに出られることがあったりという，そういうものが楽しいというのは分かるのですが，

それをもって理科を楽しいと言っているのかなと。座学の講義が嫌だというのがあるのか

もしれませんけれども。プラス，ブラックボックスという話が先ほどから出ていますが，

それは技術であって，そういう話が今の議論の中からちょっと置き去りにされている気が

します。 

 

（亀井） ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 F 先生，いかがでしょうか。 

 

（F） それでは，技術者つながりで私も。この 10 月，昨年から小学校の専科の教員をや

らせていただいています。教育現場に入らせていただいて思ったのは，外の常識は全く通

用しない，中に別の社会が作られてしまっているということです。それを言ってしまうと，

私のバックグラウンドの海洋も，海洋村を作っているから同じだろうと言われると，それ

はそれでつらいのですが。学校はある意味，閉鎖された社会の中で機能しているのだから，

あえて外部の力を入れる必要はないと言われたら，それはそれで分かるのですが，では何

のために外部の教育資源を使うのかというのは，管理職の方々は誰も答えてくれないとい

うか，答えもろくにないのだろうなとつくづく思います。現場の先生は危機感を持ってい

らっしゃる方と，管理職の言うことがすべてだからという方と，これまた二つに分かれて

しまう。結論としては，下からの突き上げと上からの圧力が両方重要なのだろうと思いま

す。ちょっとコメントじみてしまいましたが。 

 

（亀井） 何か身につまされる感じがしましたが（笑），ありがとうございます。お願いい

たします。 

 

（熊野） 多分，東京都は特にそうなのかなと今伺いましたが，静岡県に来てください。

全く違いますから，きっとご満足いただけると思います（笑）。 

 今の話の中で，私は子どものころ，例えば小学校 6 年のころは，氷の中にある丸い気泡

が不思議で不思議でたまらなかったのです。先生にいっぱい聞いたのですが，うまく答え

てくれなかったですね。それで，近くに東北大学があったものだから，そこの科学者が本

当に分かりやすく教えてくれて，「科学者ってすごいな」と思いました。そのときからあこ

がれました。だから，そういう出会いが理科の中で作れないかなと。やはり先生方も何か，

どんなテーマでもいいので，自分のテーマを持って科学的探求をやったらいいと思うので
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す。学習指導要領の中で結構ですから。先生がどきどきわくわくしていたら，子どももど

きどきわくわくしますよね。博物館に行ったら，そういう専門の先生がたくさんいらっし

ゃいますから。 

 僕は実は専門家はとても大事だと思うのです。問題は，専門家と子どもの距離がありす

ぎて，コミュニケーションができていないだけなのではないか。先生方がその間で本当に

やり取りをしたら，先生方も楽しくなるはずなので。だから，僕は科学的探求と言うので

す。問題解決ではなくて，科学的探求を国を挙げてみんなでやろうと。そして新しい知識

を作っていって，そこに必ずテクノロジーが必要に決まっているのです。電子顕微鏡とか，

皆さん誰でもできる，あまり高くないものができたのです。燃料電池みたいなものも，あ

るいは顕微鏡でもそうですが，そういう道具がなければ科学は進歩しないのですから。 

 ものづくりと，科学的な発見と発明を繰り返し繰り返しやる経験を 21 世紀，22 世紀にや

っていかないと，結局コピーしても，もうコピーの時代は終わって，新しい知識を生み出

して，新しいテクノロジーを生み出すことをカリキュラムの中に入れていかなければなら

ないわけです。それは科学館や博物館や，公民館にもそういうものを入れていくべきだと。

お料理教室も，あれは科学なのだ，テクノロジーなのだととらえたらいかがでしょうかと

いう意見です。 

 増田先生も・・・。 

 

（増田） 熊野先生のお話を聞きまして，うちの科学館では，「理科大好き教室」というの

をやっているのです。これは，子どもたちに「科学って，すごいな」という思いを持たせ

たいなと。だから，「勉強ができるが集まれというよりは，本当に理科が好きな子がとにか

く来い」と。子どもの講座にしては時間が長く，10 時から 3 時までやるのです。でも，帰

ってしまう子どもはいません。そして 3 時になっても，初めの目の輝きと同じなのです。

そういう子たちをたくさん作る。そのための仕掛けを静岡科学館はどうしているかという

と，熊野先生のご発表の中にもありましたが，静大の先生にお願いして 30 講座やっていた

だいて，大学の先生の講座を小学生が受ける。そして自分たちが疑問に感じたことを大学

の先生にぶつけるのです。それから 11 月にも静大に行って，研究室で大学の先生に小学生

が授業を受けます。もう子どもたちのわくわく感が全然違うのです。高揚感といいますか。

帰るときにも高揚しているのですね。そういう体験の場を，われわれがしっかり受けられ

たらいいなと思っています。 

 

（亀井） ありがとうございます。小川さんから吹き出した問題がここまで来ましたが，

いかがでしょうか。 

 

（小川） ありがとうございます。最後の増田先生のお話を，ぜひ先生方が味わって，そ

ういう先生方に育っていただきたいなということ，それから，博物館がないところでは，
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Kelly さんからありましたが，違った文脈（コンテクスト）の中で科学が体験できるという，

これはすごくいい言葉だと思っています。博物館はそういう個人の文脈を作る場であるの

ではないかと思いますので，われわれも努力していこうと思います。ありがとうございま

した。 

 

（亀井） 確かに博物館は学校の日常と異なるコテテクストをあらかじめ用意してある場

ですね。ありがとうございました。では，2 番目の水野さん，もし補足がありましたら。な

ければパスで。 

 

（水野） ありがとうございます。補足は特にありません。 

 

（亀井） ありがとうございます。Kelly さん，補足がありましたらお願いします。 

 

（Kelly） テクノロジーの部分が忘れられているのではないかとおっしゃいましたね。科

学ばかりで，技術の面はどうかと。私たちの方でもそういった研究，調査をしたことがあ

ります。いかに技術が重要であるかということ，科学，理科を教える，あるいは学習効果

の面で，技術という側面の重要性の調査を行いました。 

 学校の中では財政的に非常に豊かなところが，コンピューターだけを使って，コンピュ

ーターのみで理科を教え始めたのです。これは中等教育でしたが。そういった学校では，

かなりのコンピューターを買って，教室にハイテク装備をして，学生たちもみんな非常に

エキサイトして，毎回来たら，いつもコンピューターを使って，多種多様なソフトを使っ

て理科を勉強できると。これを 3～6 カ月行ったのです。その結果はどうかというと，「嫌

だった」と。つまり，学校当局はものすごい資金の投資をしたのですが，子どもたちもテ

クノロジーはすごいなと非常にエキサイトしました。ところが，先生の方は，技術と先生

の両方の連携がなければ，面白い授業にはならないということが分かったのです。 

 これはかなり人口の多い地域だったのですが，ほかの，より人口が少ないところでは，9

年生（中 3）の代数を教えるということで，結局コンピューターを使ってやったのですが，

その場合にはファシリテーターがコンピューターに任せっきりで，子どもたちと活発なイ

ンタラクションを行わなかった。 

 それから，物理においてもそうで，先ほどどなたかがおっしゃいましたが，物理を取っ

ていた大学生が，実際に実験，体験するよりも，シミュレーションを行うと。私もシミュ

レーションは悪くないではないか，バーチャルでもいいのではないかと思ったのです。100

人以上の学生がいて，いろいろなグループに分けました。実際に実験するアクティブな

hands-on，もう一つはコンピューター技術を駆使したシミュレーション，二つに分けました。

そうすると，コンピューター技術を使った方が，パフォーマンスに関しては hands-on より

も高い結果を出しました。ところが，だんだん学術的な達成度ということになると，全く
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逆の結果だったのです。これは予期せぬことでした。 

 もう一つ面白いことが分かりました。アンケートを取って調査して，そうしたコンピュ

ーターを使うのと hands-on とどちらがいいですかと聞いたら，「もちろん hands-on よりもテ

クノロジーがいいよ」と言うかと思ったら，「いや，教室では両方が必要だ」という答えが

圧倒的に多かったのです。ですから，これが恐らく重要だと思います。技術というのは決

して軽視してはいけないけれども，そこでの hands-on で教える教育を組み合わせることで

す。 

 

（亀井） ありがとうございます。今言った教育で使うテクノロジーのことと，先ほど H

さんが言ったテクノロジーのことは，少し違うところに当たるかと思います。きちんと議

論してすりあわせをしたいところですが，時間も進んできましたので後ほど行いたいと思

います。もし補足がありましたら，次のコメンテーターの方，お願いいたします。 

 

（熊野） 私は，あまり時間がありませんでしたが，やはり新しい時代に向かって，今年

は国全体がいろいろ大変な年だなと思いながら，予算がどこかに行ってしまっていますが，

やはり持続可能性というのが大事で，科博は恵まれていると僕は思っていますが。 

 地方の小さな科学館とおっしゃいましたが，るくるはとにかく，いつ行っても何かやっ

ているという状況を増田先生がなさったわけで，それはすごいなと。それを支える静岡人

の心意気といいますか，志がありまして，潤沢な予算を出している。これがどこまで続く

か分かりませんが，紛れもなくモデルになるし，名古屋も今新しく科学館を造っているよ

うです。 

 要はそこに住んでいる人々が，そういう人々の文化に対して応援する，日本の国全体が，

この国の将来を本当に・・・。50 年後に国旗が変わっていたみたいなことになると，何と

なく私たちとしては・・・。やはり子孫に対する責任というのは，環境だけではなくて，

文化に対してもあるとすれば，何千年続いた国ですから，要はすごく大事な時期にあるの

ではないかと思います。そういう意味では，今日ここに来た皆さんに志を高く持っていた

だいて，データをきちんと出すことと，それから地域で一生懸命活動してもらって，仲間

を増やして，小さな目標ではなくて大きな目標を立てて，みんなで手と手を結ぶ。これが

つながりですから。システムなのです。ですから，システミックリフォームというのはそ

こではないかと思います。 

 これは実は国のことだけではなくて，地球全体のつながりにつながっていくのです。私

たちが今，日本人というよりも，非常に特殊な豊かな国であるということに感謝しながら，

何かやらなくてはいけないと思います。それが科学技術というキーワードで，もっとでき

るだろうと。私たちはポテンシャルが高いと胸を張っております。それだけです。 

 

（亀井） ありがとうございます。フロアから何かあれば受けますが。 
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（佐藤） 今のことでなくてもいいですか。 

 

（亀井） どのようなことでしょうか。 

 

（佐藤） 先ほど文系と理科の指導の実践の話で，ちょっと私は失礼なことを申し上げて

しまったかと思ったのですが，指導に対する苦手意識の原因に，文系の方が多いというの

は，理由にはなっていると思うのですが，私たちが考えないといけないのは，文系の方で

も理系の方でも自信を持って指導ができるようにならないといけないということです。そ

れがこの集まりの基のことでもあるし，私たちの目標でもあるということで，ちょっと私

は先ほどずれたことを申し上げてしまったかと思って，申し訳ないなと思いました。 

 だから，文系の方でも自信を持って授業をやる方が増えるようにと考えていかないとい

けないと思います。永島先生のお話を伺っていて，文系だとおっしゃったので，やはり先

生たちがみんな永島先生みたいになられたらいいなという，その辺が目標かなと思って伺

っていました。 

 

（亀井） どうもありがとうございます。 

 

（G） それに関連してですが，今日のフォーラムを俯瞰してみますと，簡単にいうと，本

来，大学でやるべき教員養成ができていないので何かしましょうみたいな雰囲気の話にな

っていますが，多分，結論はそうではないことを事務局は意図して今日やっているのでは

ないかと思うのです。その一つの答えが，多分，今，熊野先生がおっしゃった，連携して

お互いに相補う，つまり小中学校時代の学生としての授業の受け方と，大学に入ってから

教員としての免許を取るための学習と，それから，私がいたところの教員採用と，採用さ

れてからの話と，それから現場でどういうことができるか。それらを俯瞰するようなシス

テムを作るにはどうしたらいいかということで，このフォーラムが意図されたと考えてよ

ろしいでしょうか。また，そのことについてコメント等ありましたらお伺いしたいのです

が。 

 

（亀井） 最終的にはそうなると思いますが，ちょっと大きい質問ですので，いかがでし

ょうか。短くまとめることができれば小川さん，お願いします。 

 

（小川） 私は事務局ではないので，この研究の分担者に過去になっているということで

お話しさせていただきます。先ほど私が最初に出した俯瞰図といいますか，全体として科

学リテラシーを涵養していくのだという，生涯を通じて社会の様々な文脈で涵養していく

のだという流れの中で教員養成も考えるべきではないか，また教員の研修，また教員の採
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用も考える必要があるということす。亀井さんが多分その中を考えていらっしゃるかと思

います。 

 

（亀井） そうですね。ありがとうございます。解決しなければならないことと申し上げ

たいことはたくさんあるのですが，大きな話となってしまいます。 

 すみません，時間もありませんので，宿題にいただいて先に進ませていただきます。報

告書にイメージを書かせていただきます。 

 

（増田） 文系，理系というよりも，私はやはり，科学館に来る子どもたちがみんな科学

好き，理科好きになってくれればいいなと思うけれども，その前に，教員になろうとする

人たちが子どもたちの物事の見つめ方やとらえ方，感じ方をもっと鋭く受けとめる必要が

あると思うのです。そういう子どもの傾向をとらえる場を社会の中に構築していく。その

ためには，ある機関が一つで頑張ってもなかなか効果は上がらない。だから社会総出演で，

いろいろな連携をすすめ，科学の学びを深めるための「子ども学」を創出していく必要が

あると思うのです。そして，そういうものが豊かに展開された地域は，非常に豊かな感受

性を持ったサイエンティストが生まれてくる。また，非常に鋭い文章が書けたり，すばら

しい表現力を持った子どもたちが出てくるということになってくるのではないかと思いま

す。 

 そういう場を，例えばうちの科学館と，美術館と連携する。あるいは音楽館と連携する。

そういう連携できる部分をたくさんプログラム化して，子どもを含めた一般の市民に提供

する。そうしたところに先生方がかかわる仕組みを作る。先生方は非常に腰が重いですよ

ね。だから，先生方がそういうところに積極的に出てくる仕組みを科学館が作っていくと

いうことです。 

 それから，私たちは静岡の地方の小さな科学館ですが，地方の拠点になろうとしている

という話をしました。そういう意味では，全科協の核である国立博物館が，全国の小さな

科学館に，例えばここで養成したサイエンスコミュニケーターをどんどん地域に派遣する

とか，就職させるとか，そういうシステムを作る。今年うちの科学館に未来館でコミュニ

ケーターをやった方が就職して非常にプラスでした。新しい感覚を持ってくるのですね。

ですから，最先端のこういう機関で養成された人たちや，また逆に地方から集めて養成す

るということも考えられます。例えば国から予算が出るかどうか分かりませんが，全国の

希望する科学館から年間 10 人とか 20 人，1 年間研修の場を創設する。何かそういうシステ

ムを作って，また地方へ派遣すると，館のクオリティが上がるだけでなく，それを利活用

だけではなく，学校が恩恵を受けていくと思います。 

 

（亀井） ありがとうございます。 
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（永島） 教員の立場でということですが，先生方の中には，まだ科学館などのことを知

らない方も実際はたくさんいらっしゃいます。また，科学技術の「すごいな」と思う感動

場面がまだまだ少ないのではないかと思います。そこで，こういったいろいろな方々の立

場で連携をお願いしつつ，そういった出会う機会，チャンスを数多くできるようなシステ

ムがこれから生まれていったらいいかと思います。そのときには，教員養成の段階から，

または高校の段階，そして現職の方々も，子どもたちも含めて，そういった科学技術に触

れ合える，出会える環境条件を整えていただけるようなシステム作りが，連携の中で生ま

れていけばありがたいと思います。 

 

（亀井） ありがとうございました。時間が来てしまったのですが，後ろの方でご発言な

さりたい方がまだ少しいらっしゃいましたが，何かコメントがありましたら，いかがでし

ょうか。よろしいでしょうか。 

 可能性を持っている取り組みだというところと，道がたくさんあるというところ，それ

から，そういうものはまだまだ緻密に詰めていける部分がある。そして，テクノロジーの

教育への応用の話と，テクノロジーが与える感動と，その話はまだかみ合わないまま残っ

ていますが，そういうものを宿題にして，また先に進めていきたいと思います。 
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閉会挨拶 
亀井修 （国立科学博物館事業推進部連携協力課長） 

お忙しい中お集まりいただき，本当にありがとうございます。昔だったら今日は成人の

日でお休みで，成人の主張でしたか，そういう形で所信表明を述べる日だったと思います。

そのような日にお互いの主張をある程度ぶつけ合いながら考えを深めることができたのは，

とても幸せだったと思います。今日いただきました知見を加えて，大きな絵も含めまして

また次の研究と実践につなげていければ，また，集まった方々が手をつないでいければと

思っております。今後ともよろしくお願いいたします。ご参加いただいた方々みんなのご

発展とご健勝を祈りまして，本会を閉めたいと思います。どうもありがとうございました。 
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